文献紹介 白石善章著『市場の制度的進化 : 流通の歴史的進化を中心にして』(創成社、2014年、pp.1~198)を「市場」と「非市場」という視点から読み解く(その2) by 出家 健治
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（荒川論文 , 同上 ,p.2）と述べ、「このような意味、いいかえれば、『生産物流通』とだいたい
同じ意味である」（荒川論文 , 同上 ,p.2）と述べている）。荒川祐吉先生は商学の認識対象を
「商」現象であるととらえ（荒川 , 同上書 ,p.2）、商とは「取引の円滑公正なる制度を通して的
確・適切な需給調整を達成することを志向して行われる人間の営為（いとなみ）」（荒川 , 同
上書 ,p.2）で、「このような営為の集積によって出現する或事態及び、その集積過程、さらに






（荒川 , 同上書 ,p.2）。人間の「取引行為」は個人間、集団間、個人と集団間、さらには集団の
高度化したものである「組織体」間、個人、集団と組織体間等、多様な集計水準において行
われ、「取引行為の結果は、関与者ないし当事者間では、財の交換であり、交換の集積連鎖







為も財の社会的移動ということで「交換」の範疇に入れ込むのである（荒川 , 同上書 ,pp.10-
11）。そして対象となるその財は「生産物」（ここの生産物は、いわゆるすべての生産物を指し、
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生産物と区別される商品、つまり交換に出されることによって規定される商品ではないとこ
ろに注意－出家）であり、さらに「対人関係」において何らかの具体的な現象形態を与えら
れる限りにおいて対象となるといわれる（荒川 , 同上書 ,p.6）。そこから「贈与」のような対
価ゼロの一方向の移転、つまり「分配」も有体財と好意の交換として、また一方的な移動で
あっても財の移動であり、社会的移転・社会的流通ということで、特殊な「交換」（荒川 , 同




為』（Interaction）である」（荒川 , 同上書 ,p.13）といわれる。このように「交換」「取引」「流
通」が「財の社会的移動」とそこにおける「人間の行動」として同じ概念として重なり合っ
ていくのである。「商」＝「流通」を「財」「社会的」「移動」「関わる」「行動」という視点か

























































伝　統 民族的・同族的 水平的－慣例 人格的―恭順





    
贈　与 互酬のような返礼はない 水平的－慣例・自発的 人格的－絆・シンパシー
    
市　場 双方的 水平的－自発的・自律的 非人格的－自己利益










    
コミュ
ニティ 地域的調整 水平的－協働的・自発的 人格的－自己利益・義務・恭順
出所：J.R.Hoolingsworth and R.Boyer（1997）などの参考の上、筆者（白石）による。



















同時に「平和の神」という 2 面性を持つ。商業の交換の 2 つの倫理性質は取引においてこの















































　第 3 章では 1. はじめに、2. 古代の市場―宗教的・政治的な装いをもった市場、3. 中世の市
場―貨幣と商人の活躍の舞台へ、4. 近世の市場―近代の台頭（卸売市場 / 店舗と小売市場）、
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進化―流通の歴史的進化を中心にして－』創成社、2014/02/20 刊行 ,pp.1 ～ 198）。
（完）
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